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時
代
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
急
激
に
加

速
し
て
い
る
。昭
和
か
ら
平
成
の
中
頃
ま

で
は
、時
代
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
こ

と
を「
人
」と「
犬
」の
成
長
の
速
さ
の
違

い
か
ら「
ド
ッ
グ
イ
ヤ
ー
」と
例
え
た
。し

か
し
今
の
変
化
ス
ピ
ー
ド
は
加
速
度
的

「
ド
ッ
グ
イ
ヤ
ー
」と
も
言
え
る
速
さ
だ
。

　「
あ
な
た
方
は
私
た
ち
を
裏
切
っ
て

い
ま
す
」。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動

家
、グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
が
声
を

震
わ
せ
な
が
ら
世
界
の
指
導
者
た
ち
へ

向
け
演
説
を
し
た
の
は
二
年
前
の
二
〇

一
九
年
九
月
、国
連
気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
サ

ミ
ッ
ト
。会
場
と
な
っ
た
米
国
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
ま
で
、Ｃ
Ｏ
２（
二
酸
化
炭
素
）排

出
量
の
多
い
航
空
機
に
は
乗
ら
ず
、ヨ
ッ

ト
で
大
西
洋
を
渡
っ
た
こ
と
は
日
本
で
も

話
題
と
な
っ
た
。

　
既
に
経
済
産
業
省
は
今
夏
、国
が
定

め
る
要
件
に
合
致
し
た
各
企
業
の
削
減

目
標
達
成
の
た
め
、新
た
に
導
入
す
る
排

出
量
取
引
を
自
主
的
参
加
企
業
が
行
う

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
」と
、「
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場

（
取
引
所
）」の
創
設
構
想
を
打
ち
出
し

て
い
た
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
、最
終
的
に「
廃
止
」で

は
な
く
段
階
的「
削
減
」に
落
ち
着
い
た

石
炭
火
力
発
電
だ
が
、日
本
に
と
っ
て
発

電
量
の
三
割
を
占
め
る
主
要
電
源
の
一

つ
で
も
あ
る
。二
〇
三
〇
年
度
の
電
源
構

成
で
も
石
炭
火
力
の
割
合
は
減
ら
す
方

針
だ
が
、Ｅ
Ｕ
な
ど
が
強
く
求
め
る
廃
止

と
は
な
ら
な
い
。原
発
や
大
規
模
洋
上
風

力
、太
陽
光
発
電
な
ど
を
主
力
電
源
化

に
し
て
、欧
州
各
国
に
張
り
巡
ら
せ
た
国

境
を
越
え
て
電
気
の
融
通
を
可
能
に
す

る
国
際
連
系
線
や
、天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
網
が
、不
安
定
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
調
整
弁
機
能
を
果
た
す
Ｅ
Ｕ
と

は
、取
り
巻
く
状
況
が
違
う
か
ら
だ
。

　
更
に
新
興
国
や
途
上
国
で
今
後
も
需

要
が
期
待
で
き
る
石
炭
火
力
で
、高
効
率

の
石
炭
火
力
発
電
技
術
を
保
有
す
る
日

本
企
業
が
今
後
も
貢
献
・
存
在
感
を
高

　
あ
れ
か
ら
わ
ず
か
二
年
。二
〇
一
五
年

の
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
締
約
国

会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）で
採
択
さ
れ
た
パ
リ

協
定
か
ら
の
離
脱
を
宣
言
、グ
レ
タ
さ
ん

を
皮
肉
っ
た
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

（
当
時
）は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
去
っ
た
。

　
そ
し
て
グ
レ
タ
さ
ん
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト

演
説
か
ら
一
年
後
、二
〇
二
一
年
一
月

に
は
米
国
で
バ
イ
デ
ン
政
権
が
正
式
に

ス
タ
ー
ト
。日
本
で
は
一
足
早
い
二
〇
二

〇
年
九
月
に
発
足
し
た
菅
政
権（
当
時
）

が
、「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」実
現
を
表
明
、二
〇
二
〇
年
十
二

月
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
を
全
体
で
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と

経
済
成
長
を
つ
な
げ
る「
グ
リ
ー
ン
成
長

戦
略
」を
策
定
し
た
。

　
米
国
の
パ
リ
協
定
離
脱
を
理
由
に
、世

め
る
こ
と
は
可
能
だ
。

変
化
ス
ピ
ー
ド
は
更
に
加
速

　
脱
炭
素
は
建
設
産
業
に
と
っ
て
も
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。た
だ
、様
々
な
変
化
が
求
め
ら
れ

る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
・
脱
炭
素
だ
け
で
は
な
い
。

　
▽
二
〇
一
三
年
度
＝
Ｂ
Ｉ
Ｍ
・
Ｃ
Ｉ
Ｍ

直
轄
で
原
則
導
入

　
▽
二
〇
二
四
年
度
＝
時
間
外
労
働
時

間
の
上
限
規
制
適
用
開
始

　
▽
二
〇
二
五
年
＝
現
場
の
生
産
性
二

割
向
上
　
首
相
が
表
明

　
▽
二
〇
三
〇
年
＝
二
〇
一
三
年
比
Ｃ

Ｏ
２
排
出
四
六
％
削
減

　
建
設
産
業
に
と
っ
て
来
年
以
降
、直
面

す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
並
べ
て
見
る
と
、共

通
す
る
の
は「
生
産
性
向
上
・
働
き
方
改

革
」だ
。一
方
で
、世
界
の
潮
流
が「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
」で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。そ
の
な
か
で
日
本

も
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
と
国
土
強
靱
化
へ
の

取
組
み
を
継
続
し
な
が
ら
、岸
田
政
権
は

「
脱
炭
素
」と「
デ
ジ
タ
ル
」に
力
を
入

れ
る
。

界
の
気
候
変
動
対
応
の
動
向
に
疑
心
暗

鬼
だ
っ
た
人
た
ち
も
、こ
の
一
年
で
脱
炭

素
が
世
界
共
通
の
潮
流
と
な
っ
た
こ
と

を
強
く
実
感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

脱
炭
素
は
建
設
産
業
に
も
影
響

　
十
一
月
十
三
日
に
閉
幕
し
た
、第
二
六

回
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
締
約
国

会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）は
、石
炭
火
力
の
段

階
的
削
減
の
ほ
か
、排
出
枠
取
引
ル
ー
ル

で
も
合
意
し
た
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
で
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。二
〇
一
五
年
Ｃ
Ｏ

Ｐ
21
の
パ
リ
協
定
で
規
定
さ
れ
な
が
ら
、

そ
の
後
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
合
意
で
き
な
か
っ
た

の
が
、排
出
枠
取
引
ル
ー
ル（
排
出
枠
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
移
転
等
に
関
す
る
細
則
）

だ
。排
出
枠
取
引
と
は
、Ｃ
Ｏ
２
な
ど
温

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
へ
の
取
組
み
が
建
設
産

業
に
と
っ
て
も
避
け
て
は
通
れ
な
い
の
も

事
実
だ
。す
で
に
政
府
が
決
め
た
グ
リ
ー

ン
成
長
戦
略
の
重
要
一
四
分
野
の
一
つ

と
し
て
、建
設
施
工
段
階
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
建

設
機
械
や
電
動
建
機
を
使
い
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
を
削
減
す
る
こ
と
を
求
め
る
工
程
表

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
更
に
産
業
・
個
別
企
業
の
脱
炭
素
へ

向
け
た
取
組
み
で
も
、▽
自
社
自
ら
直
接

排
出
す
る
ス
コ
ー
プ
１
▽
電
気
な
ど
間

接
排
出
の
ス
コ
ー
プ
２
▽
ス
コ
ー
プ
１
、

２
以
外
の
間
接
排
出
で
あ
る
ス
コ
ー
プ
３

―
―
を
す
べ
て
合
算
し
た
も
の
を「
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
」と
し
て
排
出
削

減
す
る
こ
と
を
、各
産
業
・
個
別
企
業
に

求
め
る
要
求
が
高
ま
る
可
能
性
は
高
い
。

　
し
か
し
、建
設
産
業
は
今
年
度
、産
業

界
が
確
認
し
た
労
務
費
二
％
上
昇
取
組

み
の
結
果
が
、来
年
春
に
は
出
る
。そ
し

て
二
〇
二
三
年
度
か
ら
毎
年
、大
き
な
関

心
事
に
直
面
し
つ
づ
け
る
。

　
つ
ま
り
、建
設
産
業
に
と
っ
て「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
」は
他
産

業
界
と
同
様
、重
大
な
取
組
み
課
題
の

一
つ
だ
が
、大
勢
を
占
め
る
企
業
に
と
っ

暖
化
ガ
ス
の
排
出
を
削
減
す
る
手
法
。例

え
ば
あ
る
先
進
国
が
、途
上
国
に
対
し
技

術
や
資
金
を
支
援
し
、温
暖
化
ガ
ス
排
出

量
が
削
減
さ
れ
た
場
合
、そ
の
一
部
を
先

進
国
の
削
減
分
と
し
て
認
定
す
る
仕
組

み
。日
本
で
は「
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）」と
し
て
実
績
を
重
ね
て

い
る
。

　
今
回
、排
出
枠
取
引
ル
ー
ル
で
合
意
し

た
こ
と
は
、日
本
の
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ

ン
グ（
炭
素
の
価
格
づ
け
）導
入
も
加
速

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。日
本
で
導

入
が
検
討
さ
れ
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
の
一
つ「
排
出
量
取
引
」は
、新
た
に

カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
引
価
格
を

公
示
す
る
取
引
所
を
国
内
に
創
設
す
る

こ
と
で
炭
素
削
減
取
引
市
場
の
急
拡
大

が
期
待
さ
れ
る
か
ら
だ
。

て
脱
炭
素
以
上
に
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
へ

の
対
応
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
も
理

解
す
べ
き
だ
。

　
特
に
建
設
産
業
の
九
九
％
を
占
め
る
、

中
小
・
零
細
企
業
の
多
く
が
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
適
用
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
取

組
み
に
二
の
足
を
踏
ん
で
い
る
。す
で
に

中
小
企
業
団
体
か
ら
は
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
適
用
の
延
期
を
求
め
る
声
が

国
土
交
通
省
と
の
意
見
交
換
で
出
始
め

て
い
る
。脱
炭
素
は
、パ
リ
協
定
で
最
後

の
ピ
ー
ス
と
言
わ
れ
た「
排
出
枠
取
引

ル
ー
ル
」で
合
意
し
今
後
、排
出
枠
と
ク

レ
ジ
ッ
ト
移
転
が
大
き
く
前
へ
進
む
こ
と

に
な
る
。

　
で
は
建
設
産
業
が
新
た
な
時
代
に
対

応
す
る
た
め
の
最
後
の
ピ
ー
ス
、「
生
産

性
向
上
と
働
き
方
改
革
」は
い
つ
、ど
の

よ
う
に
埋
ま
る
の
か
。官
民
発
注
者
と
連

携
し
て
、最
後
の
ピ
ー
ス
が
早
く
埋
ま
る

こ
と
を
願
う
。

　
既
に
大
手
不
動
産
業
は
、民
間
発
注

者
と
し
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
抑

制
に
動
き
出
し
た
。環
境
に
配
慮
し
た
施

工
企
業
選
定
か
ら
資
材
・
重
機
・
施
工

業
務
の
脱
炭
素
化
は
始
ま
っ
て
い
る
。
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